
食
品
の
簡
易
な
検
査
~

ス
ラ
イ
ド
紀
よ
る
鋲
品
衛
生
の
啓
i

蒙食
品
衛
生
の
主
婦
の
心
が
ま
え
等
一

を
実
施
し
ま
す
か
ら
多
数
御
参
加
~

ロ

ー

ー

・

九

月

二

十

二

日

か

ら

運

転

す

る

前

に

は

酒

を

飲

ま

な

い

、

運

・

第

二

回

狂

犬

病

予

防

・

推

進

す

る

必

要

玉

年

度

は

「

野

ょ

う

。

．

注

射

実

施

尻

つ

い

て

・

犬

を

つ

く

お

な

十
日
間
全
国
い
っ
せ
い
・
転
す
る
人
に
は
酒
を
飲
ま
せ
な
い
の
(
[

に
秋
の
交
通
安
全
運
動
二
l

一
な
い
速
道
）
を
実
践
し
ま
し

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
q

以
上
の
こ
と
を
み
ん
な
で
実
践
し
て
．
昭
和
四
十
七
年
第
二
回
目
の
狂
犬
病
二
県
的
な
運
動
を

こ
の
運
動
で
は
、
歩
：
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
は
（
い
つ
も
事
故
予
防
注
射
を
次
の
日
程
に
よ
り
実
施
致
り
ま
し
た
の
で

行
者
、
と
く
陀
と
ど
も
{
ゼ
ロ
)
に
な
る
よ
ぅ

irC
い
た
し
ま
し
よ
:
し
ま
す
の
で
｀
所
有
犬
に
必
ず
予
防
注

i
励
力
に
ぉ
ぃ
て

と

、

お

と

し

よ

り

を

交

：

う

。

一

射

を

受

け

て

く

だ

さ

い

。

野

犬

を

つ

く

ら

[
通
事
故
か
ら
守
る
こ
と
~
一
日
程
は
次
の
通
り
で
す
。
．
様
皆
様
の
一
層

[
を
厳
霊
点
と
し
て
お
り
~
ー
ー
ー
ー
~
十
月
十
六
日
（
月
）
，
し
走
す
。

ま

す

。

．

ー

ロ

医

学

．

中

居

谷

集

会

所

．

（

運

動

目

標

）

・

車

を

運

転

さ

れ

る

方

．

ー

ー

●

午

前

九

時

i
十

時

三

十

分

●

一

、

犬

は

捨

て

一
、
（
目
的
）
り
は
隣
接
の
土
地
所
有
者
と
相
互
理
解
•
も
、
道
路
を
歩
く
方
忠
．
陶
二
の
つ
か
え
と
正
山
小
学
校
ょ
う
。
野
犬

こ
の
申
し
合
わ
せ
事
項
は
、
農
地
等
~
の
も
と
妬
殷
産
物
生
産
上
、
支
障
の
な
[
み
ん
左
が
次
の
こ
と
を
・
午
前
＋
時

i

＋
時
三
+
分
っ
て
増
加
し

の

転

用

に

よ

り

永

年

性

植

牢

を

植

付

け

-

い

よ

う

、

常

識

的

に

判

断

し

て

境

界

線

守

っ

て

交

通

事

故

の

な

・

食

道

の

病

気

宇

和

川

集

会

収

〕

一

、

不

用

犬

は

．
す
る
と
き
、
隣
接
す
る
農
地
等
所
有
者
[
を
越
し
た
障
害
物
を
除
去
す
る
も
の
と
●
ぃ
住
み
よ
ぃ
ま
ち
づ

vり
陀

っ

と

め

ま

_

午

前

＋

―

時

ー

十

i

時

三

＋

分

.

よ

う
c

不
用

し
ょ
う
。
•
水
や
食
物
な
ど
を
飲
み
こ
む
と
き
胸
．
予
子
林
農
協
横
を
実
施
し
て

と
の
粉
争
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を
．
す
る
。

目
的
と
す
る
。

i

①

（

話

し

合

に

よ

ら

な

い

処

理

）

・

一

、

幼

稚

園

や

小

学

校

の

周

辺

は

ス

ク

．

が

つ

か

え

る

よ

う

な

慇

じ

が

す

る

よ

ぅ

午

後

一

時

ー

ニ

時

れ

る

場

合

は

二
、
（
植
付
け
す
る
場
合
の
境
界
か
ら
[
相
手
方
が
話
し
合
に
応
じ
な
ぃ
と
ぎ
ル
o

ゾ

I
ン
内
で
す
o

と

V
匠
こ
ど
も
な
ら
ヽ
食
道
匠
病
気
が
ぁ
る
と
考
え
ら
i

中

津

集

会

所

午

前

中

に

持

'

，

午

後

二

時

三

十

分

ー

＝

一

時

．

を

除

苔

こ

の

の

距

離

）

り

は

｀

文

書

を

も

っ

て

通

告

し

一

定

期

間

｀

さ

ん

の

交

通

安

全

の

確

保

を

は

か

る

特

．

れ

ま

す

。

隣

接

地

の

境

界

よ

り

の

距

離

は

次

の

（

三

十

日

）

を

経

て

除

去

す

る

。

定

地

域

で

す

。

心

配

な

の

は

食

動

が

ん

。

食

道

は

の

十

月

十

七

日

（

火

）

せ

ん

。

i

ス

ク

ー

ル

。

ゾ

ー

ン

内

で

は

、

絶

対

ど

元

す

ぎ

た

と

こ

ろ

か

ら

胃

に

は

い

る

・

大

谷

小

学

校

下

三

、

犬

は

つ

な

と

お

り

と

す

る

。

」

門

（

適

用

除

外

）

釦
造
林
を
主
目
的
と
し
こ
植
樹
す
る
こ
の
申
し
合
わ
せ
事
項
は
す
で
に
特
正
人
と
ど
も
の
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う
車
：
主
で
の
約
二
五

eITI
の

チ

ュ

ー

プ

て

す

。

午

前

九

時

！

十

時

．

放

し

詞

い

は

と

き

は

境

界

線

か

ら

四

米

と

す

る

。

．

殊

な

契

約

及

び

慣

行

に

よ

る

関

係

者

間

を

達

転

さ

れ

を

方

は

速

度

を

お

と

し

、

飲

み

こ

ま

れ

た

食

物

は

そ

の

中

を

お

し

．

岩

谷

小

学

校

下

走

す

。

②
果
実
（
く
り
、
柿
な
ど
）
を
主
目
i

の
取
り
決
め
並
び
匠
調
停
が
あ
っ
た
場
・
安
全
速
転
を
開
行
し
ま
し
ょ
う
。
．
ひ
ろ
げ
る
よ
う
に
茶
り
て
ゆ
く
の
で
す
午
前
十
一
時

l
十

二

時

叫

、

正

し

い

飼

的
と
し
て
植
樹
す
る
と
き
は
、
境
界
線
．
合
は
適
用
を
除
外
す
る
。
~
二
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
て
は
と
く
に
．
が
、
食
道
の
ど
こ
か
に
ガ
ン
が
で
注
巳

Q

役
場
前
生
後
三
・
グ

か

ら

三

米

と

し

境

界

を

越

す

も

の

は

切

・

五

、

（

実

施

期

日

）

砂

珀

地

か

ら

の

こ

と

も

の

と

び

出

し

に

気

と

、

食

物

の

通

過

障

害

、

つ

ま

り

胸

が

午

稜

一

時

三

十

分

l
三

時

役

場

に

届

義

り
除
く
こ
と
。
~
こ
の
申
し
合
わ
せ
事
項
は
、
肱
川
町
：
を
つ
け
主
し
よ
う
。
芍
た
ヅ
ー
ン
内
で
．
つ
か
え
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
わ
け
で
嘉
心
注
射
料
金
~
け
れ
ば
な
，

9

③
山
林
を
境
界
す
る
場
合
の
植
林
は
・
農
業
委
員
会
の
膳
決
匠
よ
っ
て
昭
和
四
＂
の
駐
車
は
と
び
出
し
事
故
忙
つ
な
が
り
．
す
。
~
®
集
合
三

0
0
円
年
一
回
の

一

米

の

距

離

を

望

み

ま

す

。

十

七

年

八

月

一

日

か

ら

実

施

す

る

。

．

ま

す

の

で

、

駐

車

禁

止

以

外

の

と

こ

る

．

胸

が

つ

か

え

る

か

ら

と

い

っ

て

や

わ

[

傷

訪

間

六

O
O円
以

上

射

を

必

ず

受

．

で

も

な

る

ぺ

＜

駐

車

し

な

い

よ

う

に

し

ら

か

い

食

物

で

一

時

し

の

ぎ

を

は

か

っ

・

※

不

用

犬

回

収

'

[

未

登

録

犬

三
、
（
影
切
り
）

王

い

る

う

ち

匠

手

森

く

れ

に

な

っ

た

り

．

不

用

犬

回

収

は

従

来

通

り

注

射

者

及

び

所

有

\
t
~
よ
う
。

殷
地
等
の
保
護
を
目
的
と
し
た
影
切
．

喜
—
弓
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
手
を
し
戎
す
か
ら
、
く
よ
く
よ
止
配
す
る
前
場
所
忙
て
引
取
り
主
す
。
で
処
罰
さ
れ

．
虞

忍
げ
、
右
”
左
。
右
と
安
全
を
確
か
め
、
}
J
、

と

も

あ

れ

検

査

を

受

け

ま

し

ょ

う

。

．

※

登

録

（

未

登

録

犬

）

可

、

犬

を

運

動

一
軍
が
止
主
っ
て
か
ら
渡
り
ま
し
よ
う
o

]

空
腔
時
｀
の
ど
の
あ
た
り
妬
4

乞

に

か

．

本

年

度

末

登

録

犬

は

、

注

射

当

人

陀

不

快

感

月

茶

か

あ

さ

ん

、

小

さ

い

こ

ど

も

さ

」

つ

か

え

た

よ

う

な

感

じ

が

す

る

が

飲

み

日

受

付

け

逹

す
e

尚

登

録

に

は

印

を

か

け

な

い

食

品

衛

生

移

動

教

室

の

実

施

＿

＿

゜

ん

を

ひ

と

り

で

遊

ば

し

て

お

り

ま

せ

ん

こ

む

時

は

な

ん

で

も

な

い

と

い

う

の

は

、

鑑

が

必

要

で

す

の

で

御

持

参

く

だ

を

衛

生

的

に

3

0

 

-
{
~
。
心
配
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
と
ぴ
出
・
た
い
て
い
神
経
性
の
も
の
で
す
。
[
さ

v

①
と
芸
；
と
こ
ろ
像
対
象
地
区
：
し
陀
よ
る
事
故
が
多
く
起
き
て
お
り
ま
~
ま
た
胃
が
悪
い
と
、
胸
が
つ
か
え
た
「
野
犬
の
い
な
い
町
、
野
犬
を
つ
・

く
ら
な
い
町
」
運
動
月
間
実
施
に
、

十
月
十
二
日
一
時
か
ら
三
時
ま
・
す

e

み
ん
な
で
気
を
つ
け
あ
い
ま
し
ょ
:
よ
う
な
感
じ
が
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
~

つ
い
て
、

で
。
町
公
民
館
。
中
央
地
区
；
つ
。

五
『
飲
酒
運
転
を
な
く
す
た
竺
家
庭
[
野
犬
の
発
生
の
防
止
尻
つ
ぃ
て
は
~

十

月

十

三

日

一

時

か

ら

三

時

宝

ぐ

る

み

、

載

場

ぐ

る

み

で

酒

を

飲

ん

だ

格

別

の

ご

尽

力

を

煩

わ

し

て

お

り

注

・

で
。
大
谷
小
学
校
。
大
谷
地
区
｀
・
ら
＾
ン
ド
ル
を
も
た
な
い
o

[

す
が
、
さ
ら
に
こ
の
対
策
を
強
力
陀

．
 

3. 2. 1. -・一

叫広

ー

肱

川

町

農

業

委

員

会

ー

ー

ー

永
年
性
植
物
植
付
け
に
関
す
る
甲
し
合
せ

肱

＇ ~ ~' 
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登
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8

日

日

日

18日

II 

”
 
19日

I
I
I
I
I
I
 
21日

22日

23日

24日

24日

’
 
25日

26日

29日

30日

ので

（大谷）

子供会リーダ研修会（公民館）

無医地区巡回診療 （中

（ 

（大｝州市）

町民プール出来塑検査

（肱川中学校）

母親研修会 （ 

岩谷地区町政懇談会

ク1)出荷検討会 （農

川注つり

3
 

（役

VyS建殷隊入所式

（ 

岩
谷
、

地
区
の
方
は

へ
ぎ
て
下
さ
い
。

ごと

（公民館）

（正山） I 

) l 

'

（

(

（

（

 

醗（
 

ーヽ，

)
、
’
ノ

さ
い
。

③
水
道
管
理
土

町
全
城
の
飲
料
水
共
同
給
水
施
~

骰
の
管
理
者

， 

二
、
乳
幼
児
健
康
相
談

十
月
十
二
日
、

肱
川
町

sl一一時、

館十
月
十
三
日
、

午
後
一
時
一大
谷
小
学
校

十

十、ヽJ
 

／
 

と
と
ろ
、
肱
川
町
公
民
館

骸

当

者

、

ニ

ヶ

月

か

ら

去

一
日

（
四
十
才
以
上
）

老

人

健

康

診

本

五

才

以

‘
壬

l

↓
 

と
き
、
十
月
十
六
日
、

午
後
一
時

S

三
時
ま
で

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

衛
生
教
育

妊
産
婦
の
陸

つ
い
の
他

と
登
、
十
月
十
九
日
、

古
で
の

ゃ
ん
。

か
ら
四
十
四
年
九
月

日
間
の

後

？ ー・．、”^ • ̀”` ▲．．．．．．．．．疇•.......

ご
~ 

ヽ

三の

せ

3
場

所

2
日

時

十
月
六
日
（
金
）

午
俊
一
時
か
ら

古
で

肱
Jr

次
の
地
区
を
対
象
と
し
地
城
住
~

民
の
健
康
の
保
持
存
び
増
進
を
図
る
こ

一
と
を
目
的
と
し
、
健
康
に
関
す
る
検
診
、

＿

相

談

、

実

施

し

ま

す

。

肱
栄
、
大
和
、
中
―

ー

小
薮
、
下
鹿
野
川
、

上
鹿
野
川
、
京

の
山
、
貝
の

ら
該
当
者
忙
は
個
人
宛
通
知
を
し

ま
す
。

左
ぉ
詳
し
い
と
と
は
、

ぉ
た
ず
ね
＜
だ
さ
い
。

苦
情
相

歯
の
衛
生
教
育

ス
ラ
イ
ド
、
映
画
忙
よ
る

衛
生
教
育

側
結
核
検
診

ヘ
Jレ

ス

↓
 ^
 
ー
ジ

環
境
衛
生
相

衛
生
教
育

ョ
ン
の
実
施
匹
つ

で の

肱川町立学校給食セン

2
 

ン
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水時申 点を椎す面大，っ 好のっ子りりり
の期し採ー を作茸°で葉て昨ま様てへ出あまい
泡に上取｀ 考る作さもが来年れな非こさげしよ
匹よげ時採 慮こりて安好た当て品常うねたたい
しつる期取 しとと‘定ま為たお物にしば楕°ょ
てて迄の＾ て‘は今しれとりりが薄んな木汗椎
しはで太と こそ努年て‘思かまセ<-りか水茸
1ま‘も切る ののめのおしいらし口軽とまら流栽
い今あな時 作為て秋るたま‘た用い言せ立し培
ま迄りこ期 業に厚子様がす消゜と品えん派ての
すでまとツ がは肉で妬つが費 しでば°な苦
°のせは忙 必‘系も思て‘傾 てあ中一椎労
厚苦ん‘つ 要次のうわ価厚向 商り葉口茸し
肉労か今い での品かれ格肉が 社‘でにをて
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とり類い下2 °目。ではう｀現好金物忙一足御旬えを薄て設 早在採ス業.._,,て肱

の採す‘°厚在まはのも•セ立承以て申葉 を 目のりム上では川
取，° 9し肉のれ小選非口で知降見しか 使 に消まっ、 J も採‘

の生妬又月た物消るさ別常←葉ののままら っ 採費くス乾り少
に期迦末か＇の費時＜ V(に物はと作すし厚 て つ傾れ陀燥ま
影間す lつ生傾がなも手用小お業とた肉 の て向の行上し

ての響をぎ十て産向来り葉間とさりが‘がに 倒 下が傾えもよ
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る陀つれて，牛乳生産．

しだいして少なくたるという一般論からすれば

酪農経営を有利にするため陀は，多頭化が必要で

あることはいうまでもな

そのため忙は，粗飼料.....,_--四いべ平畑<...,

向きの優良牧草の年間作付の組み合わせ匠よる反

る。

乳牛1頭当りの餌料作物の作付面積は10~15
アールが必要とされているが，先般の大洲曹喜多

地区畜産技術者会で行な

ら見て恋

ルと非常に少ない。

飼料作物の作付面積の拡大は

となども一つの方法であるが，

るため，貯蔵やそれに伴う労働力の問題から，さ

らには，粗飼料を年間平衡して確保する上から忠

飼科専用圃の確保が望ま

1割，すな
重50 0kgであれば，その牛は 1日当たり 50kg 

の粗飼料が給与されなければならないが，個別訪

’ 
作業など

応，大きな障害となっています。
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